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いが，彼の「白痴J問題K童委関わbがあるのは 18 4 5年 2月以降(2)と考えられるので，それ
吾 (3)以前の彼の論文中K散見する精薄K関する百及 を手がかbとしたい。



















，主主4 マ (6) と考えられる子どもが入ヰす心 までは，彼はとの問題には直面し左かった。
そとで，まず初期の盲教育論K沿いて，最も奇く評価さるべき，救膏をうける権利(疋ついての見
解を検討する ζ とからはじめよう o r恵まれたわが国では，教育という愚恵 (b工e8 8 i ng 8) (1[ 











































































































丸 「自分自身の生計を実際にか4さげる人々を除いてはa 誰もとどまれ在いだろうo とれは確
か陀望ましい。というのはs 身イ注文は心の弱さのため(!C.全く自活でき在い人々K仕事を拒否

















陀よって害され左いよう在ゃb方で左されるべきである。 J とれは 45年 2月以障の「
白痴J問題へのと D組み，そしてその成果としての「白痴J・精薄学校への布石と在った言及
(31) 

















ったのでは在いが， 数年後Kは r今までのと ζ ろは，教育の過程は，機械的なもので4うっ
てB その成功は，いろいろなトリ y クを犬Kしらしめるととと大生同じであった。その不幸な
子どもは，沈黙り楽しみの中K座っていた。そして忍耐強し教師のするすべてのことを模倣






あった。」 ローラよDも知的K劣ると考えられた0ユiver Casweユエでも r彼のため
に採用されてきた教授謀程に訟ける長く細心左忍耐Kよって，彼の心が発達μ 彼が知的で幸
(36) 一








て強められるj とh う成果をも r人闘の能力が彼ら(育生)の機能を行使するようKさせ
一 (40)



































不足のためKゆらぎ，きえかけていた。 Jそれでも，彼が f:起とされa 衣服を藷せられ，色々
左やb方で刺激された後.VL.彼がベッドの中で，受身の呼吸をする死体で横たたっていた時に
は明らかにさえていた人誌の知性や人聞の感情のかすかな芽生えをみるととは容易J左までに


































を与えるととJ . VC限定していたのであるが，との期では，盲院を r本音院は，盲の青少
(5l) 
年の教授と教育のための主主校であるととを単K意図されたJ とのべ，また「子どもの教育
(52) . ._" . .'~_ ... . .._ . (53) 

















遇をうけていたかをみてみよう o 彼らの大部介はa 刑務所ゃ救貧院Kとじとめられていた。た











ζの論文では. r出痴Jはa わけの分ら左いととをしゃべる(上述)とか r単K植物のよう











タウンミーティングの公な競売で u ・H 賃貸しきれる。他の多くの町では，毎年の都市行政委





{ て才て才 } 







N 草子 わ .T vc 
ハウのi情薄観は，以上の論述から明らか左ょう (1[.彼の教育論の中では，最も遅れた部介であっ








( 1 ) ととで精薄と('I. r白痴Jも含めている。 r白痴jは，当時は，あらゆる程度の精神遅滞
を含めて使われたといわれる。
Laura E. Richards， "SamueユGridユeyHowe抽， 1935.P.169
しかし本稿では多くの場合 r白痴」とは，精神ばかりで在〈身偉(ζ 沿いても E 著しく発達
遅滞がみられる子どもをさす。
( 2) 4 5 年 2 月としたのはa マサチューセッツチI~ ヮーセスター州立精神病院長の Samue ユ
BaアardWoodward が，ハウに精薄や先天精科病者でさえ，教育が可能なととを示
しs その後ハウは 4通の手紙をBOstoロ Adver七issr紙花発表して，精神病者 a白
痴児の病院修会主校設立を訴えてなi?そとでは問題を教育や学校花開速させてとらえはじめ
ていると思われるからである。在台， ウッドウォードはa すでVC. 4 4年 2月陀.I司紙K精
薄者学校設立の訴えを発表しているo Haroユd Schwartz，“SamueユGridユey
Howe， Social Reformer 1801-1876， U 1956.P.138 参照。ハウは，
Doro七heaLynde Dixの働きかけで 41年から精神病者処過改善のために活動し
ていて，ウ y ドウ才一ドを知ったようであるo S. G . H OWe ， "工nsanityin rnass-
achuse七七s，U North A辺ericanReview，L V工， No 11 8 (J an. 1843 ) 
P};).185-186， 左台，との論文については後述。
( 3 ) とこには，手箭専そのものKつv.，ての言及の他(1[.能力・知性比ついての見解も含める。ま
た精薄児(者)をめぐる問題の他に盲院の教育実践で経議した富精薄が対象となる。
( 4 ) 時期区仔陀つv.，ては，拙稿 rS • Gハウの障害児教育思想Kついて一初期忙なける富教
育論を中心にー j特殊救育学研究 9巻 2号 P • 1 
( 5 ) ハウの初端音教育論陀ついては，上掲拙稿参照(PP. 1-1 4 )。本稿K砕いては，拙稿か
らの引用は煩わしく在るので明示し在い。中期以降む教育論については，近い将来発表する。
( 6 ) 盲院(ハウ〉が，盲精薄と考えられる子どもを入学させたのは，前掲の拙稿K沿ける論旨
と異在るようであるが，ハウが，明らかK盲精薄と分って入学示せたのでは左いであろうと
とは後述する o
( 7) Annual RepOr七 of 七heTrustees of 七hcN ew-England 
工ns七1七u七ionfor the Education of the Blind，1836. PP.13-
-33-
14 
(8) Richard8，ibid. p.112， 前掲拙稿で(P. 1 2 注79九 ζの引用文がリ
チャーズの“Le七七er8 and Journaユ8，"tζ あるとのべたのは誤bである。引用中，
「日・・ぃ以外のすべての人」と(ri.教育を必事として，教育を求めている人とv.う意味であ
9.従って， r依存Jしている人はそうで左v.人というとと陀在ろうの
( 9) Howe，“On 七he Edu ca七ion of the Bユind 七he Lectlλre8 
deエivered before 七he Ame了ican 工n8七i七ute of Ins七ruction，
in Bo s七on， Augus七， 1836，"1837. P.5(以下Am.と略記)
(10) Howe，ibid. p ‘4 
(11) (Howe)，“Education of 七he Bユind，砧 Nor七h Amsrican Review 
Voエ.xxxvrr NO.80 (Julア 1833) P.21(以下North と略記)
(12) Nor七h. P. 56 
( 1 3 )“Addre 88 of 七he T r u s t e e 8 0 f th8 N e w -En gユand
工18七1七utionfor 七he Educa七ion of 七he B工ind 七o the Fubユic" 
1833 P.5 (以下Addre8s と略記)
(14) .Am.p.5 
( 1 5 ) 自or七h PP. 22 ， 5 2 ，5 8. Am. p . 5左どを参照、
(16) Annuaユ Repor七， 1836 P.5 との論文が執筆ぎれたのは 35年であろう口
と凶うのは年幸I~は通i列島年頭に出版されたからである。
( 17 ) Annua工 Re p 0r t ， i b i d.PP. 1 0 ， 1 8 
( 18) Edward A. Fa rk 1<:よるパーキンス 9年報 (pP.34 ， 35 )からのハウの言及を
51用。 Marァ 8wif七 Lamson，"Life and illduca七ion of Laura 
Dewey Bridgman，The Deaf，Dumb，and Bユind girユ， "1878 p.X 
但し 9年報34. 3 5ページでは，そむよう左ハウの言及は左<.彼の“Repor七
made to 七heLegi8ユa七ure of Ma8sachu8e七t8 J upon Idi ocy，抽
1 8 4 8. p:o. 1 2 -1 3 (以下Re.por七 とi暗記)では次のよう陀?まっている。高名左イギ
リスの法律家でアメザカ Kも大き在影響を与えたSirWiユユiamBlack8七one の






と考えられるからである o J 
(19) The Perki.ns 工ns七土七ution and MassachU8etts Asy工umfor 
七he Bユind. Annueユ Repor七 of 七he TrU8tees，1840. P.8 
(20) Ninth AnnuaユR8por七 of the Trus七ee8 of 七he Perkins 
Ins七i七U七ion and MaS8achuse七七 s Asyユum for the Blind， 七O
七he Corpora七i0 n 1 1 8 4 1. ~Pp. 11 -1 2 
( 2 1 ) Annua工 Repor七， 1838. P.9 
(22) AnnuaユRepor七， 1840. P.12 
( 23) Thi r七eenthAnnua工 Repor七 of 七he T rU8七ees of 七he
I"e rki ns 工ns七1七1λ七ion and Massachu8e七七s Asylum for 七he
Bユind，七O 七h8 Corpora七ion，1845. :P.I0 





( 2 5 ) 作業科は r議育をまテえた人b 陀ホームと職業を提供する我b 自身の施設J(音院)と l担




(ibid • P.5) 
( 26) 9七h. P.16 
(27) 14七h. p. 1 7 ととでは，身体的知的に弱いものが盲院教育をうけたあと〈退生後)の
処遇をきしていると忠われるが，盲院では，そのよう左子どもの教育をひきうけ左いとい
っているのだから盲)精薄.r白痴」の姐邑陀ついては，一貫した方針は未だもって






(28) ibid. p.4 
C 29) Annua工 Re:por七， 1 84 O. PP. 1 2， 1 3 r子どもの・・・...施設Jとは 18 39 
年K変更した富慌の名称 (Perkin s 工us七itu七ion and Massachuse七 S
Asy工umfor 七he Bユind) をきしてレュる。
( 3 0 ) i b i d. P • 12在公， 対ュヴァ)レツ科 「彼〔ハウ〉内精薄者のためのアサイヲム九
サウス・ポストン Kあるパムキンス盲慌の土地にたてられ石べ者である.と勧告したJ(8 ch、-





C 32) Annua工 Repor七， 1838. P.13 
( 33 ) ハウは. rハートフ才ード(のろうあ腕)で(1 8 3 4年(!L) Ju工ia Brace と会
うとすくや{!L.私がたてていた富ろうあ者の教育計画を試みる機会」を待っていた。 F.B.





Annua工 Repor七11 8 3 8 ，t'.1 2在九ハウは，ローラ教育の歴史的意義忙ついては
「彼女は，任意D言語を教えられた;最初の盲ろうあ者であったJとしているo 1 3七h.P .49 
( 34 ) 彼は.t近年「彼女が，深〈暗い静か左地獄Kいる孤立した無力左人のようであるというと
とが時々私の心Kうかんだjと昭想しているo R i c ha r S J i ibi d P. 9 4 
( 3 5 J 9 th • P. 2 6 
( 36 J 11th. P . 44
(37) Annual Repor七， 1838.P.9
C 38 ) 14 th. t.， 23 
.-36-
( 39) AnnuaユRepor七， 1840. P.28 
(40) ibid. P.28 とれは初胡盲救膏の成果であった。
( 4 1 ) 14th. P. 2 9 
(42) 13七h. P.22 
(43) ibid.. P.49 
( 44 ) ハウは骨相学を信じて凶た。
(45) 13七h. P.60 
(46) ibid. P.67 
( 4 7 ) i b i d.. PP.7 9 -8 0 
( 4 8 ) i b i d.. p.8 1 
( 49 ) 9七h. P. 2 3 
(50) Adress P.l1 
( 51 ) Annua工 Repor七， 1838. p.24 とのような規定は，身体的知的K弱い子ども
の故宮を拒絶するとととセット(疋在っていたことは，み訟としてはいけない。
(52) AnnuaユRepO r t， 18 40. P. 1 2 
(53) 14七h. P.8 
( 54) もちろん，中・前必Kあっては，全体としては，数貧援産という従来の方針が在か堅持





(56) Repor七 P.13 国勢調査でも，精神病者と「白痴jが一項目にまっていた。 Howe
“工nsanity in Massachusetts抽 P.172 
( 5 7 ) との経過については，特vcSchwar七z，ibid.. PP.98-102 
(58) Howe，ibid. P.186 ウッドウォードののべるととろによる。






(60) 191ページでは. r+li政府にあらゆる 貧困在精平明書者陀直接の十介在用意をし，
それにかかる費用を負担するよう主張さぜよo マサチューセッツナHは貧しくは左いのである
から，州の義務であるととが示されるどん左とともすべきであるJとのべているo
( 6 1 ) たとえばa 治癒可能・不可能の基準は何か，彼らを保護する ζ とK よって，社会の欠臨を
在〈し.社会を私書奇せる (P.172)とのべているように彼ら以外の人(=r社会J) 
K害悪があるゆえに，処遇改善を訴えているとも解せるし，また佳済性と人道性とは両立で
きるのかという点や. rあムゆる符神病の被救他貧民ir;:t.社会の彼供花者と在るロしかしな
がら，売春婦.犯罪者，外国人の浮浪者，のん7ぞ〈れなどは，全く二次的であり，有徳な貧
しき者の主張K劣った主援をもっているJ CP.189)とのべているとと左どであるo
-3-8-
